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川南町は、宮崎県の中部に位置し、北の方には日向の歌人若山牧水の詠んだ

麗峰尾鈴山を仰ぎ、東は名貫川で都農町、南は小丸川に沿って高鍋町、西は上

面木山によって木城町と境 している気候温暖な土地であり、1982年 に行った遺

跡詳細分布調査の結果、町内には段丘面を中心に旧石器時代～中・近世にわた

る遺跡がひろく分布することがわか り、生活に適した土地だと思われます。東

の台地には、円形周濤墓(1980年 2月 )、 方形周溝墓(1981年 3月 )が発見され、

県教委の協力により発掘調査も行なわれ、日向の古墳出現前夜の墓制を知るう

え、で貴重な資料として保存されています。西の台地には、千数百年前から、人

が住み、かつての栄光を物語る川南古墳群(1961年 3月 国指定 )があり、また、

1578年島津、大友軍の争覇戦となった古戦場、敵味方の区別なく約7000の戦死

者を祭る宗麟原供養塔(1983年 2月 国指定 )も この地にあります。

農業を基盤とする当町においては、農業の近代化に伴う大型機械の導入によ

る深耕、大型鶏合、豚舎の建設は埋蔵文化財の保護上から憂慮されることであ

り、先人がどのような生活をしてきたか解明することは難かしくなってきてい

ます。今回は、上 ノ原遺跡を、県教育委員会の先生をはじめ、町文化財保護審

議会委員、及び町内有志を中心に関係者の御協力をいただき発掘調査をいたし

たのであります。調査の結果、弥生時代後期から終末期にかけての住居跡をは

じめ組文時代早期の集石遺溝等を検出するとともに約1500点の出土品を得たの

であります。出土品は遠い昔を偲び、歴史を解明する貴重な財産 として保管し

その活用を図りたいと思います。

ここに報告書をまとめるにあたり、県教育委員会、調査員、御執筆御指導を

いただきました方々、および土地所有者の横山千歳氏に厚 くお礼を申し上げ序

といたします。

1986年 3月

川南町教育委員会  教 育 長 小・ 嶋 進
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第 I章 序

1.調 査 の 経 過

1985年 7月 、国指定史跡川南古墳群を包蔵する土地として周知されている地域に、横山

千歳氏より畑の造成をする旨届け出があつたので、県教育委員会に連絡をとった。造成に

ついては、土地所有者と協議し延期することができたが、造成による古墳周辺(46～ 50号・

56号墳)が崩壊されるおそれ、又古墳群の一角に位置することから取り扱いには慎重な協

議を重ねて発掘調査を実施することになった。

調査は1985年 7月 29日 から当年 10月 25日 までの約60日 間で、川南町教育委員会が調査主

体になり県教育委員会に調査員の派遣を依頼した。

調査員に県文化課主任主事、永友良典氏に担当してもらい、町社会教育課職員と文化財

保護審議会委員が補助するとともに地元有志の協力を得て実施した。

尚、当古墳群に関する調査例は川南町文化財調査報告 3に次ぎ三度目である。

2.遺 跡 の立 地 と環 境

川南町は、西部の山地とその東麓から海岸にかけて広がる平坦な段丘面からなり、遺跡

の分布は段丘上に多くみられるも

旧石器時代から紀文時代早期の遺跡は山地及び山麓を中心にひろがり、一部は平田川流

域にも形成されている。住吉 B、 丸山西原、旭ヶ丘、松ヶ迫、野田原、大久保の各遺跡で早

期の山形押型文、楕円押型文土器が確認されている。九山西原、旭ヶ丘の両遺跡では焼石

等の出土から集石遺構が所在する可能性を持つ。込ノロ、霧島、虚空蔵免、大迫、九山の各

遺跡でも焼石の散布がみられる。尚、縄文前期～晩期の良好な遺跡は確認されていない。

弥生時代に入ると、前期の遺跡は確認されていないが、中期の下城式の上器等を出土す

る下ノ平、赤石、前原B等の遺跡が山麓の縁辺部にみられる。後期の遺跡としては、昭和

29年調査の把言田遺跡、昭和53年調査の中ノ迫A遺跡でそれぞれ住居跡を検出している。

集落跡としては、そのほかにも丸山西原遺跡で11軒、下原遺跡で 3軒、大迫遺跡で40余軒

の住居跡プランが確認されている。古墳出現前の墓制として、同濤墓の分布がみられる。

東平下 A遺跡では昭和55年に東平下 1号円形周濤≧、昭和56年に東平下 2号円形周濤墓の

調査が行なわれている。また、九山西原遺跡では周濤状遺構 8基のプランが確認されてい

るほか、大迫遺跡でも円形周濤墓が確認されている。後期の土器として櫛描波状文を口縁

部に施した二重口縁壷などが出土している。後期の遺跡分布は舌状台地、台地中央部、台

地縁辺部にそれぞれみられる。             .
吉墳時代の遺跡としてはく

'II南

古墳群がある。小丸川中流域左岸の台地縁辺部に狭い範

説
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囲で前方後円墳25基、方墳 1基、円墳25基が分布する。特徴としては前方後円墳の占める

割合が高い。造営の時期は過去の出土品等から5世紀から6世紀である。

小丸川下流域左岸の台地上にも弥生時代中期から古墳時代の遺跡が分布する。昭和56年

調査の持田中尾遺詠は持田古墳群の立地する台地の一角に位置し、弥生時代前期末～中期

の上器を出土しており住居跡 2軒が検出された。持田古墳は 5世紀から6世紀にかけての

造営で85基のうち10基が前方後円墳である。持田古墳群の東の台地上には、昭和54年調査

の上別府遺誅がある。 6世紀を中心とした集落跡がひろがる。一方、小九川を上った木城

町でも昭和56年に横穴式石室をもつ永山古墳が調査されている。

《註》

(1)川 南町教育委員会「川南町の文化財」(遺跡詳細分布調査報告書) 1983年

修)石川恒太郎「川南町把言田遺跡」(『宮崎県文化財調査報告書』第 3輯 )1985年
伯)宮崎県教育委員会「中ノ追遺跡」(『宮崎県文化財調査報告書』第27集 ) 1985年
14)日 高正晴「川南町東平下の円形周濤墓について」(『宮崎考古』第 6集 ) 1980年

第■回埋蔵文化財研究会「西日本における方形周濤墓をめぐる諸問題」 1981年

宮崎県教育委員会『宮崎県文化財調査報告書第29集』収録予定

(醐  日高正晴・山中悦雄「東平下周溝墓群-2号方形周溝墓一」(『川南町文化財調査報告 1』 )1982年
い)高鍋町教育委員会「持田中尾遺跡」 1982年
は)宮崎県教育委員会「上別府遺跡」(『お染ヶ岡地区特殊農地保全整備事業に伴う埋蔵文化財調査報告書D
1979年

18)未報告

3.調 査 の 概 要

上ノ原遺跡は、小九川左岸にひろがる標高80～ 90mの国光原段丘面南縁辺部に位置する。

今回調査の地区は遺跡の東側にあたり川南古墳群46・ 48・ 56号墳に囲まれた約2000ぱ の畑

地である。遺跡の南は標高50～ 60mの一段低い段丘面となっており、川南古墳群の主要分

布地帯となっている。

調査は、まず表上を手Jいでアカホヤ層上面での遺構検出を行った。遺構としては、竪穴

式住居跡 6軒、溝状遺構、および56号墳周濤が検出された。遺物としては、弥生式土器、

石斧、すり石、石庖丁などが出土した。アヵホヤ層上面の遺構確認後、アカホヤ層下位の

調査を約 600m2の範囲にわたって行った。無遺物層のアカホヤ層を重機で除去した後、黒

褐色硬質土層を掘り下げていった。その結果、さらに下位の暗褐色硬質土層から集石遺構

14基、配石遺構 2基が検出され、遺物としては紀文式土器、石斧、すり石、石鏃、石匙、

石鋸などが出土した。

-2-
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表 1

遺 跡 地 名 表 (1)
遺 跡
番号 名   称称 所 在 地 種  別 時  代

1001 川南古墳群 大学川南字西ノ別府ほか 古 墳 古  墳

1002 川南村古墳 大字川南字北原ほか 古  墳 古  墳

1003
まごたにみなみ

孫谷南遺跡 大字川南字孫谷南・孫谷 散布地 縄文～弥生

1004 孫谷遺跡 大字川南字孫谷 。古坂 散布地 弥  生

1005
お、るさか

古坂遺跡 大字川南字古坂 散布地 紀文～古墳

1006
frた しょぅ

番匠 A遺跡 大字川南字番匠 散布地 縄文～弥生

1007 番匠 B遺跡 大字川南字番匠 散布地 弥生～古墳

1008
にし1する

西原遺跡 大字川南字西原・黒鯛村上 散布地 縄文～弥生

1009 小迫遺跡 大字川南字小迫 散布地 弥  生

1010
むこうばる

向原A遺跡 大字川南字向原・綱 ヶ別府 散布地 縄文～弥生

０

ヽ 塩付遺跡 大字川南字塩付・住田 。東原 散布地 縄文～弥生

1012
0こ うばる

向原 B遺跡 大字川南字向原 。昭和 散布地 紀文～弥生

1013
しょうわ

昭和遺跡 大字川南字昭和 散布地 弥  生

1014
あけイする

明原遣跡 大字川南字明原・昭和 散布地 弥 生

1015
しもごやし

下肥 A遺跡 大字川南字下肥 散布地 縄 文

1016
おおいの く ば

大猪久保遺跡 大字川南字大猪久保・岩下 散布地 弥  生

1017
しもごム,し

下肥 B遺跡 大字川南字下肥 散布地 弥  生

1018 大塚山遺跡 大字川南字大塚山・中猪久保 散布地 縄文～古墳

1019 跡迫退
誂
門
え
衛
ギ
孫 大字川南字孫衛門 散布地 弥  生

1020
しもの はる

下ノ原遺跡 大字川南字下ノ原・形山下 散布地 縄支～弥生

1021
かたやまかみ

形山上遺跡 大字川南字形山上 。東平下 散布地 紐支～古墳

1022 寺屋敷遺跡 大字川南字寺屋敷 。下ノ原上 散布地 弥  生

1023 上ノ原北分A遺跡 大字川南字上ノ原北分 散布地 弥生～古墳

1024 古場山遺跡 大字川南字古場山・竹浜・狐塚下 散布地 弥  生

1025
かみのはらきたわけ

上ノ原北分B遣跡 大宇川南字上ノ原北分・上ノ原南分・狐塚下 散布地 弥生～古墳

1026 八幡遺跡 大字川南字入幡 散布地 弥  生

1027
ひがしひらした

東平下 A遺跡 大学川南字東平下 弥生時代墓地 紐支～弥生

1028
しんこうIする

新耕原遺跡 大字川南字新耕原 散布地 弥  生

1029
ながおかばる

長岡原遺跡 大宇川南宇長岡原`沓袋原,上ノ原南分 散布地 弥  生

1030 銀座遺跡 大字川南字銀座 散布地 弥  生

1031
そう ざむら

戒座村遺跡 大字川南字蔵座村・明野 散布地 紀文～弥生

1032
くろいわ

黒岩遺跡 大字川南字黒岩・明野・黒岩北 . 散布地 縄文～弥生

1033 跡
た
」退
狙
畑
Ж
袋
Φ
沓 大字川南字沓袋畑・前田。込ノロ土尻 散布地 弥生～古墳
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。遺 跡 地 名 表②
跡
号
遺
番 名 称 所 在 地 種  別 時  代
1034 込ノロ遣謝 大字川南字沓袋畑・村上 散布地 紐文～古墳
０
じ
（
） 村上 A遺跡 大字川南字村上 散布地 縄文～弥生

1036
のりこし

乗越遺跡 大字川南字乗越 散布地 縄文～弥生
，
‘
つ
０
（
Ｖ

むらかみ

村上 B遺跡 大字川南字村上・掛迫中 散布地 縄 文

1038 南牧原遺跡 大字川南字南牧原 散布地 組文～古墳
９０
じ
ハ
）

せいろく

青鹿遺跡 大字川南字青鹿 散布地 縄文～弥生

〔
υ
Л
付
Ａ
Ｖ

あさひわぐおか

旭ヶ丘遺跡 大学川南字旭ヶ丘・市納上 散布地 先土器～古墳

1041 山ノロ遺跡 大字川南字山ノロ 散布地 弥  生
Л
骨
〔
υ

たに の くち

谷ノロ遺跡 大学川南字谷ノロ。蟻ノ草 散布地 先土器～弥生

1043
いうなわかみ

市納上遺跡 大字川南字市納上 散布地 紀文～弥生

1044
やまもと

山本遺跡 大字川南字山本 散布地 組文～弥生

Ｒ
υ
４ｎ
υ 霧島遣跡 大字川南字霧島 集落跡 紐支～弥生

1046 葛掛原遺跡 大字川南字葛書ヽ原 散布地 縄文～弥生

1047
とよさか

豊坂遺跡 大字川南字豊坂・葛桂卜原 墳 墓 純文～弥生

Ｏ
Ｏ
ｎ
帝
（
υ

こう だ ばる

香田原遺跡 大字川南字香田原 。北唐瀬 集落跡 弥 生

1049 道東遺跡 大字川南字道東・北唐瀬 散布地 弥生～古墳

1050
きたIする

北原遺跡 大字川南字北原 。道西 散布地 紀文～弥生

1051
からせひがし

`よ

る

唐瀬東原遺跡 大字川南字唐瀬東原・道東 散布地 弥  生

1052 弥次郎遺跡 大字川南字弥次郎。葛掛原。豊坂。登リロ東原・西牟田 集落跡 弥  生

1053 下唐瀬遺跡 大字川南字下唐瀬 散布地 縄文～弥生

1054
やきやま

焼山遺跡 大字川南字焼山 散布地 弥  生
Ｒ
υ
（
υ

こ く ぞうめん
虚空蔵免遺跡 大学川南字虚空蔵面・機立 散布地 縄文～弥生

1056 峨立遺跡 大字川南字懺立 散布地 縄文～弥生
（
Ｖ 椎原造 疏 大字川南字椎原 散布地 先土器～弥生

Ｏ
Ｏ
Ｒ
υ
ｎ
Ｖ 赤石遺跡 大字川南宇赤石・鵜戸ノ本・境谷下 散布地 縄支～古墳

1059
すみよし

住吉A遺跡 大字川南字住吉 散布地 縄文～古墳
〔
Ｖ

Ａ
Ｖ

すみよし

住吉 B遣跡 大字川南字住吉 散布地 先土器～弥生

1061
てたしたもと

天神本遺跡 大字川南字天神本・赤石・鵜戸ノ本 散布地 組文～弥生

０
と

〔
υ

まるやま

丸山遣跡 大学川南宇丸山・丸山西原 散布地 紐支～弥生

り
０

Ａ
Ｖ

まるやまにしばる

丸山西原遺跡 大字川南字丸山西原 集落跡 紐支～弥生

1064
の だ ばる

野田原遺跡 大宇川南字北原 散布地 紐支～弥生

1065
みや の はる

宮ノ原遺跡 大字川南字宮ノ原・井手ノ本 散布地 純文～古墳

1066 大内遺跡 大字川南字大内・丸尾 散布地 弥  生
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遺 跡 地 名 表 0
遠 跡
番 号 名 称 所 在 地 種  別 時  代

1067
まる お

丸尾遺跡 大字川南字丸尾・綿打上 散布地 弥  生

1068 白乗原遺跡 大字川南字白乗原・西ヶ谷 散布地 縄文～弥生

1069 萱根遺跡 大字川南字萱根 散布地 弥  生

1070
たつ が わき

龍ヶ脇遺跡 大字川南字龍ヶ脇 。白乗 散布地 純文～弥生

（
υ

しらひげ

白髪遺跡 大宇川南宇白叛 散布地 先土器～古墳

1072 萩原 A遺跡 大字川南字萩原 散布地 縄文～古墳

1073
はざわら

萩原 B遺跡 大字川南字萩原 散布地 縄文～弥生

1074
ひ の くち
火ノロ遺跡 大字川南字火ノロ・白髪 散布地 縄文～古墳

1075
しもtrる

下原遺跡 大字川南字下原・星松原。大久保原・金六松 古 墳 弥生～古墳

1076 大久保原 A遺跡 大字川南字大久保原 墳 墓 弥  生

1077
おおさこ

大迫遺跡 大学川南字大迫・下東 集落跡 弥 生

1078
なか の さこ

中ノ迫 A遣跡 大宇川南字中ノ迫・綿打 集落跡 弥 生

1079 跡迫退
Ｂ工迫

の

，
／

妙
中 大字川南字中ノ迫 散布地 弥 生

1080
わたうちがみ

綿打上 A遺跡 大字川南字綿打上 散布地 弥 生

1081
わたうちがみ

綿打上 B遺跡 大字川南字綿打上 散布地 弥  生

1082
す だ く は
須田久保遺跡 大字川南字須田久保・中ノ迫 散布地 弥  生

1083 松ヶ迫 A遺跡 大宇川南字松ヶ迫 散布地 紐支～弥生

1084
まつ が さこ

松ヶ迫 B遺跡 大字川南字松ヶ迫 散布地 縄文～弥生

1085
つゆお、 ろ
樋風呂遣跡 大川川南宇樋風呂 散布地 先土器～古墳

1086 山道遺跡 大字川南字山道・蛇ヶ牟田・下原 散布地 弥  生

1087
び しゃもん

昆沙門遺跡 大字川南字北原・笹ヶ山 散布地 弥生～古墳

1088
ささが やま

笹ヶ山遺跡 大字川南字笹ヶ山・北原 散布地 弥  生

1089
しゃが む た
蛇ヶ牟日遺跡 大字川南字蛇ヶ牟田 散布地 弥  生

1090
なかばる

中原遺跡 大字川南字中原・仲原・下原 散布地 縄文～弥生

1091 新屋敷遺跡 大字川南字新屋敷 散布地 縄文～弥生

1092 垂門遺跡 大字川南字垂門 。大字平田字垂門 散布地 弥生～奈良

1093
ばん の し
番野地 A遺跡 大字川南字番野地 散布地 弥  生

1094 番野地 B遣跡 大字川南字番野地 散布地 弥  生

1095
ひがしこっこつ

東国光遺跡 大字川南字東国光・把言田・山下・道上 散布地 弥  生

1096 把言田遺跡 大宇川南宇把言田 集落跡 弥 生

1097
また の だ むら

前ノ田村遺跡 大字川南字前ノ田村南・前ノ田村西・西回光 散布地 弥  生

1098 前ノ田村上遺跡 大字川南字前ノ田村上     . 散布地 弥  生

1099
もちの き
持ノ木遺跡 大字川南字持ノ木。前久保。金六松 散布地 縄文～弥生
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。遺 跡 地 名 表
還 冴

名称 名 称 所 在 地 種  類 時  代
1100 前原A遺跡 大字川南字前原・持ノ木 散布地 弥生～古墳
（
Ｖ

まえtrる

前原 B遺跡 大学川南字前原 集落跡 弥 生
1102 湯迫遺跡 大字川南字湯迫 。新湯迫 散布地 組文～古墳

1103 新湯迫遺跡 大字川南字新湯迫・地蔵谷 散布地 純文～古墳

1104 跡迫退
Ａ
力
光
ち
国
叫
西 大字川南字西国光 散布地 弥  生

1105
にしこっこつ

西国光 B遺跡 大字川南字西国光 散布地 弥生～古墳

1106 上 ノ原遺跡 大宇川南字上ノ原 散布地 弥生～古墳

1107 国光塚古墳 大字川南字国光 古  墳 古  墳
1108

てたしたまえ

天神前遺跡 大字川南字天神前・蟻ノ別府。国光 散布地 弥生～古墳

1109
お 1よな

尾花 A遺跡 大字川南字尾花坂上・尾花西平・角谷提尻 散布地 弥生～古墳

1110 尾花 B遺跡 大字川南字尾花坂上・尾花坂平 古墳・集落跡 弥生～古墳

勝司ヶ別府遺跡 大字川南勝司ヶ別府・勝司ヶ別府南
。鬼ヶ久保 散布地 弥生～古墳

1112
おに が く ば

鬼ヶ久保遺跡 大字川南字鬼ヶ久保 散布地 弥生～古墳

1113 祝子塚遺跡 大字川南字下原 散布地 弥 生
1114 光遺跡 大字川南字光 。昭和 散布地 弥  生
1115 東平下 B遺跡 大宇川南字東平下 散布地 弥  生

1116
おお く は ばる

大久保原 B遺跡 大字川南字大久保原 散布地 弥  生
1117

お イよなつか

尾花塚古墳 大字川南字尾花坂上 古 墳 古  墳
1118 番野地 C遣跡 大宇川南字番野地 散布地 先土器

2001 川南古墳 大字平田字大久保ほか 古  墳 古墳 。江戸
つ
る
（
υ
（
）

こう イザ

高下遺跡 大字平田字高下 散布地 弥  生
０
じ
ハ
）
（
）
０
る

いわ の した

岩ノ下遺跡 大字平田字岩ノ下。大字川南字板唐瀬 散布地 弥  生

2004 率手遺跡 大宇平田宇卒手 散布地 先土器～古墳

2005 鍛治尾敷遺跡 大字平田字鍛治屋敷・広野地 散布地 紀文～古墳

2006
こもん た

萌牟田遺跡 大学平田宇萌牟田 散布地 縄支～弥生
ワ
′
（
）
（
）
つ
る

きつねお

狐尾遺跡 大字平田字狐尾 散布地 縄文～弥生

2008 野稲尾遺跡 大字平田字野稲尾 。岩坪 散布地 縄文～弥生

2009
うしろt・た

後牟岡遺跡 大宇平田字後牟田 散布地 縄文～古墳

2010
ほとけざか

仏坂 A遺跡 大字平田宇仏坂 散布地 弥生～古墳

2011 跡連退
祥
谷
紛
坂
腑
白 大字平田字垂門 散布地 弥  生

2012 大久保遺跡 大学平田宇大久保 散布地 先土器～弥生

2013
い で の うえむら

井手ノ上村遺跡 大字平田字井手ノ上村 散布地 縄文～弥生

2014 大牟田遺跡 大宇平田字大牟田・妻ノ木 散布地 紀文～弥生
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遺 跡 地 名 表⑬

4.層

上ノ原遺跡は、全体的に北から南へ向って傾斜している。以前はみかん畑であったが、現

在は飼料畑として利用されている。そのため、全面がアカホヤ層まで削平されているうえに

肥料用の濤が南北方向に40～ 50m間隔でアカホヤ層の下まで掘り込んである。遺跡の基本層

序は、 0層～耕土 (約 10cm)、 H層 エアカホヤ層(約 10Cm)、 Ш層～黒褐色硬質土層(約 15cm)、

Ⅳ層～暗褐色硬質土層(約 20cm)である。弥生時代終末期～古墳時代の遺構がⅣ層まで掘り

込んである。また、Ⅳ層からは縄文時代早期の上器を伴う集石遺構を検出したと

序

這 班

番号 名 称 所 在 地 准ヨ    房1 時  代

2015 伊弥ヶ谷遺跡 大字平田字伊弥ヶ谷 散布地 紀文～弥生

2016
まきの うち

牧ノ内遺跡 大字平田字牧ノ内 散布地 弥  生

2017
ねこ 力でたに

猫ヶ谷遺跡 大宇平田字猫ヶ谷 散布地 組文～弥生

2018 南原A遺跡 大字平田字南原 散布地 縄文～弥生

2019
みなみIよる

南原 B遺跡 大字平田字南原 散布地 弥  生

2020
か1)の  き
陰ノ木遺跡 大字平田字陰ノ木・猫ヶ谷 散布地 純文～弥生

2021 平鈴遺跡 大字平田字平鈴 散布地 弥  生

2022 綱ヶ別府遺跡 大字平田字綱ヶ別府 散布地 弥  生

2023
つつみむた

堤牟田遺跡 大字平田字堤牟田 散布地 弥生～古墳

2024 `ま

と
`す

ざか

仏坂 B遺跡 大字平田字仏坂・宮ノ本・岩坪・後牟田 散布地 弥  生

み025 古場 A遺跡 大字平田字古場 散布地 弥  生

2026 古場 B遺跡 大字平田字古場 。妻ノ木 散布地 弥  生
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3

川南古墳群48号墳

川南古墳群46号墳

SA… …竪穴住居跡
SI… …集石遺構および配石遺構
SE……溝状遺構

S卜 7

●
S卜6

第3図 上ノ原遺跡遺構配置図 (縮尺!/200)
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第H章 縄文時代の遺構 と遺物

縄文時代の文化層は第Ⅲ層 (暗褐色硬質土層)で確認された。調査は10m× 10mグリッ

ドのうちD-3,4,5,C-2,3,4,5,d-3,4,5区 の約600m2の範囲で行なっ

た。遺構としてはd-3,4,5区 を中心に集石遺構14基、配石遺構 2基を検出した。

1.集 石 遺 構 (第 4図～第 6図 )

検出された集石遺構は構造上から次のように分類できる。なお、集石遺構を構成する礫

は拳大の角礫が中心で、いずれも火を受けて赤く変色している。

Ia類…直径約100cm、 深さ約30Cmで円形の皿状土拡 (掘 り込み)を持つタイプで拳大の焼

角礫が土拡内に密に入っている。埋土および壁面に多量の炭化物が検出できる。

焼土は確認できない。(Sl l,3,4,6,17)
Ia′ 類… Ia類のうちS13,4,17は 集石上面にかなりの散石 (約 2m四方)の分布を

持つ。

Ib類…直径約100cm、 深さ約20cmで円形の皿状土城を持つ。人頭大の川原石が上拡の縁辺

に配置されている。その中に拳大の焼角礫が遺存する。炭化物、焼土は検出され

ない。(S卜 9～配石は土城の西縁に 4個遺存する。焼けている。)

Ic類…直径約80Cm、 深さ約20cmでやや変形した円形皿状土拡を持つ。i拡内には挙大の

焼角礫が多少遺存する。炭化物、焼土は検出されず。(S卜 13)

Ha類…皿状土拡を持たず拳大の焼角礫が径約70cmの範囲に密集する。炭化物、焼土は検出
されず。(S卜 2, 7, 8,10,14,16)

Hc類―Ha類 と比べると礫の密集度は低 く雑然と遺存する。(S-15)

2.配 石 遺 構 (第 6図 )

集石遺構同様、第Ⅲ層の縄文文化層で検出された。d-4区 を中心に 2基が分布、構造は、

人頭大(30～ 50cm)の 川原看をコの字型に配置する。完全に残る 1号配石 (S卜 12)をみる

と、長軸方向に川原石を4個ずつ、短軸方向にひとつの計 9個 を構成礫として使用、その

規模は130cm× 90cmを 測る。配石内には約0.6m2の スペースがあるが掘り込み面、炭化物、

焼土等は認められなかった。しかし、川原石自体は火を受けたらしく赤変しており、拳大

の焼礫が配石の内外に何点か点散していた。機能としては、囲い炉的な役割を考える必要

があると思われる。北隣には iS I-14,S卜 15と 掘り込みを持たない集石がみられ、配石

遺構との関連も考えられる。主軸はN30° ―Wである。 2号配石は、両側の 2個ずつしか

残存しておらず、他の川原石の何イ固かは周辺にみられる。廃棄されたことも考えられる。

王到tは N-40° 一W。
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表
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掘
り
込
み
分
布
位
置

(グ
リ
ッ
ド
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焼
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疎
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3。 遺     物 (第子図 )

(1)縄 文 土 器 (第 7図 1～ 8)

上ノ原遺跡出上の縄文土器の施文には、山形押型文系、楕円押型文系、貝殻条痕文系の

3タ イプのものがみられる。

1,2は 山形押型文である。 1は、日縁部外面に縦方向の山形文、内面上端部に原体条
痕下位に横方向の山形文を施したもの。2は、外面の施文が横方向の山形文で内面は 1と

同じ施文である。

3は楕円押型文で日縁部外面に縦方向の楕円文を施している。内面には横方向の楕円文

を施し、日唇部に原体を押圧している。

4は 貝殻条痕文を施した日縁部で外面に横方向の条痕を施している。

5～ 8は底部である。5は横方向の楕円押型文を施した尖底である。6は無文の尖底、

7は楕円押型文を施した平底である。8は無真でやや上げ底気味の平底である。

(2)石   器 (第 7図 9～ 19)
9,10は石斧。9は長さ9,8Cm、 幅3.6Cm、 厚さ2.7cmを 測る。10は長さ13.Ocm、幅5。 8Cm、

厚さ3.5Cmを 測る。 5,6と も打製斧で片面は自然面として残している。

11,12は石錘。いずれも石の短軸に打欠をもつ。11は長さ7.6cm、 幅6.4cm、 厚さ2.3cm。

12は長さ9.6Cm、 幅7.Ocm、 厚さ2.6cmを 測る。

13は石匙である。長さ2.Ocm、 幅2.6Cm、 厚さ0.8Cmと 石材は黒曜石。14は石鋸と思われる。

長さ2.4cm、 幅1.3cm、 厚さ0。 3Cm。 石材は黒曜石。

15～ 19は石鏃である。15～ 17は二等辺三角形状を呈し、石材には黒曜石を用いる。18,

19は正三角形状を呈し、チャー トを石材に用いる。19以外は基部に狭 りを持つが欠損がみ

られる。計測値は次の通りである(長さ×幅×厚さ)。 15は 1,7Cm x l.2cm× o.3Cmで快 りは

短い。16は 2.3cm× 1,7cm× o。 4cm、 片脚部を一部欠く。17は 1.5cm× 1.3cm× o,3Cm。 片脚部

は全部、もう片脚部も一部欠く。18は 2.5Cm× 2.Ocm x O.3Cm。 片脚部を完全に欠く。19は

1.6Cm× 1.9cm× o。 3cm。 袂 りなし。

-18-



く｀Ⅲ,1ヽ  |

韓差ユ善
|・〕■|ヽfォキI〕 r・|

|1輩亨篭評

７

版

７

３

141i
■■|ド
:ⅢⅢ,

♂2

週 肇 B

ａ

【

ｕ

∪

ａ
総
　
⇔　
‐５

第7図 縄支時代出土遺物実測図・ (縮尺1/3)

υ 碓 り
_せササ苺祥j_縦 _鈍
⇔     ◆    ◆

―迪とと暮善ゝ―

⇔

19

13

癬 ヽ
14

O                      10Cm

-19-



第Ⅲ章 弥生時代の遺構と遺物

1, 1号住居跡 (SA‐ 1)(第 3図 )

SA-1は d3区～d4区で検出された。平面プランは方形を呈し、長軸537Cm、 短軸527Cm、

確認面からの深さ約25Cmを 測る。住穴は 4本柱で、径30～ 40cm、 深さ70～ 80cm、 柱問120～

130Cmを 測る。柱穴にはそれぞれ抜き取り穴が認められる。南側の 2本の柱穴間には長軸

48cm×短軸42cm、 深さ10cmの皿状楕円形の掘 り込みがあり、埋土中および床面より炭化物

が多量に検出された。また、住居跡内からは多くの炭化材を検出したが、特に北壁中央部

には長さ40～ 50Cmの炭化材 4～ 5本が壁面と直角に到れかかる状態で検出された。

出土遺物には小形の甕、鉢、高郭の脚部、裾部片の上器類と、祗石、磨石、石包丁の石

器類がある。なお、住居跡の主軸はほぼ南北方向にある。

遺  物 (第 9図 1～ 13)
上器  1は器高14.Ocm、 日径16.3cmと 小型の甕である。口縁部は大きく外反し、胴部は
球形に近い。底部は上げ底気味である。内面はナデ調整を施してある。2,3は 口縁部が
内彎気味に開く甕である。4は深さ 8 cm前後、回径19,Ocmの 鉢で内面はミガキ気味のナデ

調整が施されている。日縁部はラッパ状に開く。 5～ 8は底部で、平底 (5,8)の もの
と、上げ底 (6,7)の ものがある。9は高郭脚部、10は高郭脚部の破片である。9は郭
下半部が内鸞し、口縁部が稜をもって外反するものである。10は外反する脚部である。9,

10はヘラミガキによる調整がみられる。

石器 11は石包丁で長さ10.4cm、 幅5。 4cm、 厚さ1.4cmを 測る。両側の短辺に袂りを入れ

た方形打製石包丁である。石材は硬砂岩。12は硬砂岩の磨石である。13は片面使用の祗石

である。

2.2号 住居跡 (SA‐ 2)・ 6号住居跡 (SA‐ 6)(第 10回 )

46号墳東側のC-2区に位置する。SA‐ 2は長軸48.Ocm、 短軸434cm、 確認面からの深さ

約30cmの方形プランを呈する。主軸をN-50° Eに もつ。柱穴は検出できなかった。また

東側に張出し部と思われる落ち込みがあったが、掘 り込みも浅く、壁面も明確には検出で

きなかった。埋土も砂質土であり攪乱の可能性が大きい。一方、SA‐ 6は長軸 340cm、 短

軸300cm、 確認面からの深さ約30cmの方形プランを呈する。主軸はN-20° ―Eに もち、西

壁が46号墳丘内に入り込む。また、柱穴はSA-2同様検出できなかった。 SA-2と SA-6
の切 り難い関係については埋土の状態からは明確に言えない。遺物の分布状況は大部分が

SA-2に 集中しており特に北側に密集する。出土遺物には、二重回縁壷、壷、甕、小鉢、

高郭片等の上器類の他、石器としては磨石も出土する。

-20-



。　　沖咎∞。ｎ）　　　Ｗ

。

．
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

れ

一
斜

⇔

δ
　
　
　
　
　
　
２
ｖ
９
，
　
　
　
　
　
　
　
（

０　
　
　
　
　
　
′

”　ω工〕一峯渾◆ヽ
，Ｄ跨・ヴ　　
Ｅ
Ｅ
ｔ

か

マ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ

施
ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
持

静

ａ

ｖ

，

‰

理

郡

　

　

　

融

・

∬

尊

∵
粋
ざ
　
　
転

・ご

ギ

⑤

　

ｒ工
い

Ｆの

。
ト

。
　

　

　

　

　

　

ヽ

ヽ
∫

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

．

し
　

　

し
　

　

　

，
　

　

　

　

　

　

　

　

，
・ 。れ
こ

盈
犠
　
　
。
　
　
　
　
」
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口
　
　
　
　
。
　
」
一

」５ ｍ

ほ

ω
リ
ョ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８３
．
５

一

温
――
引
引
―――
湘
判
―――
打

一　

　

一

　́

　

一

″
　

一

キ

0              2m

第8図  1号住居跡実測図および遺物出土状態図 (縮尺1/60)

-21-



∩

鞘

即

ド

一



∞
ω
・
囀
ω
ヽ
ヨ

ｉ‐‐‐・‐‐‐「‐‐‐四山四」ぃ出ぃ‐．い＼

調 :、
。
ゃ 
号住居跡

♂
976  

。
一■  0

Ｄ
一

＋
２ｍ|¬

 Lゴー

「

下~r+~~― ――一引

第 10図 2号住居跡・ 6号住居跡実測図および遺物出土状態図 (縮尺1/60)

鴛ぃ  ^  t分
ざ夕D^く

' 0 

やヽ
 だとら̂′  く。｀ヽ
斡監載響 `

・
°
       D   F 

‐

 =:÷葺彗虔亀
ぽ芹

9 SO f   乙        ボβtt  iSirご
豹
丞t

0

∫ 参  だ 、`戦騒駆

民凸
_P良 企  L     A レη

札  ?° 引C魏  つ  → '7 3
。  9 ざ6。

鰐
ゴ〈形 
住8叩◎
4花荘子
寸
う房

中`
〆
W 
つ 〆聟塩  、い 陥

＼＼＼＼∴
S S税
∵銭為|
手隠挫

-23-



遺  物 (第 11図 1～ 10,第 12図 11～ 16,第 13図 17～ 22,第 14図 23～ 30)
土器  1は二重回縁壷で内傾気味に立ち上がりをみせる日縁部である。3は二重回縁壷
で頸部にはヘラ状施文の刻日突帯を持つ。口縁部はラッパ状にひろがる。2は最大径を胴

部中程に持ち、日縁部は外反気味にひろがる。肩部の張りがない壷である。4も 2と 同タ

イプのこであるが、頸部は狭い。 5の平底が4の底部と思われる。 4,5の色調は明赤褐
色を帯びる。7～ 9は鉢である。7は器高12.3cm、 日径13.eCm、 8は器高10.lCm、 口径10.3

cm。 9は器高6.5cm、 口径8 1Cm。 ぃずれも口縁部は直回する。底部は平底である。10は胴

部から直立する甕の日縁部である。11～ 18は甕である。■,13,15,16は 日縁部が外反し、

胴部上半部がやや張る。口径に最大径がくる。胴部中央付近から急にすぼみ底部がつく。

底部は平底である。11,16は外面の胴部中央～下部付近までタキキによる調整が施されて

いる。12は 日縁部が外へ大きく開き、胴部中央に最大径を持つ。14,17は頸部のくびれが

ゆるやかである。18は 口縁部がわずかに内彎する。19～ 25は底部で、平底 (20,21,24)、

上げ底 (19,22,23)、 丸底気味の底部 (25)がある。26,27は 高lThである。26は杯部から

脚部へかけての部分で、脚部は若干裾部へ向ってひろがりをみせる。屈曲部に穿孔を持つ。

lTh部 との接合は円盤充填法と思われる。27は裾部片で外反気味に開き、穿孔を持つ。

石器 28～ 30は硬砂岩質の磨石である。径1lcm～ 12Cm、 厚さ 5 Cm～ 6 Cmを 測る。

なお、上記の土器、石器のほとんどが SA-2内に分布する。ただし、22の底部の破片が

一部 SA-6内に分布する。また、18の甕の破片の一部が SA-1よ り出土している。

3.3号 住居跡 (SA‐ 3)(第 15図 )

SA-1の南約6.6mの e-3区で検出された。長軸330Cm、 短軸310cm、 確認面からの深さ約
20cmの方形プランであるが、若干台形気味にひろがる。柱穴は確認できなかった。主軸は

ほぼ南北方向にある。南側に100Cm× 130cmの張り出し部を持つ。遺物は土器片 (甕 )や磨

石等など20～ 30点 と少なく、そのほとんどが埋土上層より出土している。

遺  物 (第 15図 1～ 5)
土器  iは大型甕の口縁部でほぼ横に向って外反する。日縁端部が比厚する。2は 日径
を最大径とする甕で口縁部が水平方向にのびる。口辱部が凹気味である。3,4は 平底の
底部である。

石器 5は 、径8。 9cm、 厚さ4.3cmの磨石である。石材は硬砂岩。

4.4号 住居跡 (SA‐ 4)(第 16図 )

SA-2の北約 5mの b-2区に位置する。長軸354cm、 短軸297Cm、 確認面からの深さ20cm

の長方形プランである。主軸はほぼ南北方向にある。柱穴は確認できなかった。遺物は鉢、

器台、壼などの土器類の破片で出土量は少なく、埋土上層より出土している。

遺  物 (第 16図 1～ 4)
土器  1,2は 鉢である。 1は底部を欠くが、直口気味の半球形の鉢である。器面をた
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0                       !oCm
    L=コ 匡=ュ三=工=====ビ============」

第 11図  2号住居跡出土遺物実測図(1)(縮尺1/3)
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0                       10Cm

第12図 2号住居跡出土遺物実測図(2)(縮尺!/3)
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0                       1ocm

.        L==E==E==E==E=EEE============」

第 13図  2号住居跡出土遺物(3)(縮尺1/3)
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0                       1ocm

第 14図 2号住居跡出土遣物実測図(4)(縮尺!/3)
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0              2m

即|
0                        10Cm

第 15図  3号住居跡実測図 (縮尺1/60)および出上遺物実測図 (縮尺1/3)
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て方向のミガキで調整する。2は 口縁部が大きく開く鉢で、日辱部が若千比厚する。3は

二重回縁壷の口縁片である。日縁部の立ち上りはやや内傾する。4は器台と思われる。上

部および内面はナデによる調整、外面はミガキが施されている。上部は径3.8Cmを 測り、裾

部は欠損するがラッパ状に開くものと思われる。

キ

・

」隅
ｌｋ
導
（
ョ
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐
‐
Ｔ

Ｊ

日

日

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

ＩＩ

Ｈ

司

0                       10Cm

第 16図  4号住居跡実測図 (縮尺1/60)および出土遺物実測図 鯰尺!/3)

5。 5号住居跡 (SA‐ 5)(第 18図 )

46号墳の南、e-1区に位置し、その大半が46号墳内に入り込むと思われる。東西幅が236
Cmであるが、南北幅50cm～ 80cmの範囲のみのしか調査できなかった。プランは方形を呈す
ると思われる。住居跡の南端中央に、径約60cm、 床面からの深さ約20cmの楕円形土拡が検

出され、埋土中より磨製石斧と磨石を出土したが、炭化物、焼土等は検出できなかった。
遺物は石器類をはじめ、壺、甕等の上器類が出土した。大部分の遺物は、住居跡周辺、お

よび住居跡埋土上層からの出土である。

+

83.634m

0             2m
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第17図 5号住居跡出土および周辺出土遺物実測図 (縮尺1/3)
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第18図  5号住居跡遺物出土状態図 (縮尺1/60)

遺  物 (第 17図 )
土器  1は二重回縁壺である。頸部に 1条の突帯を巡らせ、X状の刻目を施している。
日縁部は内傾すると思われる。日縁部には櫛描波状文がみられる。器形は胴部中央を最大

径とする倒卵形で底部は尖 り気味の九底と思われる。2は内傾しながら口唇部が比厚し直

口する二重回縁部である。日縁部には長さ2.8cm、幅0.5Cm、厚さ0,2Cmの棒状の浮文と径 1.4Cm、

厚さ0.2cmの円形浮文を施してある。円形浮文は中心部を竹管で押圧している。3,4は壷
である。口縁部は内彎しながらひろがる。肩部の張りがなく倒卵形の胴部をもつ。胴部中

央に最大径をもつ。6は 3の底部と思われる。5は甕で、口縁の外反度は低い。胴部上位

に最大径をもつ。6～ 8は底部である。いずれも丸底化の強い平底である。

石器 9は磨石石斧。長さ15。 4cm、 幅6.Ocm、 厚さ5,8Cm。 着装痕がみられる。10は磨石。

径■Cm、 厚さ5.6Cm。 石材は 9,10と も硬質砂岩。
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第19図 溝状遺構 (SE"1,SE-2)実 測図 鮪尺1/150)

83.533m

I表 土

I′  Iよ り黒味を帯びる
II 黒褐色土(赤ホヤ粒を含む )
H′ IIよ りやや褐色を帯びる

0              2m

0              2m

赤ホヤ

暗褐色土

褐色土

第20図  SE‐ 2土層断面図 (縮尺1/60)

川南古墳群48号墳

Ⅲ

Ⅳ

Ｖ

83.533m

Ⅲ

第21図  SE‐ 1遺物出土状態図 (縮尺1/60)
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第22図 溝状遺構出土土器実測図SE‐ 1(1～ 10),SE‐2(11～ 13)(縮尺1/3)
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6.溝 状 遺 構

48号墳の南側(SE-1)と 東側(SE-2)に それぞれ濤状の遺構を1基ずつ検出した。SE
-1か らは二重日縁壺が多く出土した。また、SE-2か らは高郭、壷が出上した。

SE‐ 1(第 19図・ 21図 )
遺構確認の際には48号墳に入り込む形で黒色上の落ち込みがみられ、古墳に沿うように

遺物が出土した。しかし、明確な壁面は検出できず、ようや く東恨Jで48号墳に入り込むよ

うに壁面の立ち上がりが検出できた。遺物は埋土上位に集中している。

遺  物 (第 22図 1～ 10)
1～ 5は櫛描波状文系の二重口縁壺である。 1, 5は 頸部に突帯のないタィプで日縁部
に櫛描波状文を施す。日縁部の立ち上りは若千内傾する。胴部は中央部に最大径を持つ球

形を呈し、底部は平底である。2,4は 頸部にX状の刻目突帯を持ち、口縁部はほぼ直立
し、櫛描波状文を施す。胴部は球形あるいは長胴形を呈し、底部は若干尖 り気味の平底で

ある。 1は 日径15,lCm、 2は 日径23。 4cm、 4は胴部最大径32.4cm、 器高44.Ocm、 5は胴部

最大径30.Ocm、 日径16.OCmを 測る。2,3,6は 同一個体と思われる。6～ 10は底部で平底
が主流である。

SE‐ 2(第 19図 。第20図 )
48号墳の東側にSE-1同様古墳に入り込む形で検出された。プランとしては余 り明確に

は検出できなかったが、東方向、および南北方向の上層断面から濤状の落ち込みを確認し

た。土層断面をみるとI～ H層は表土および耕作土であり、アヵホヤ層(Ⅲ層 )ま で削平さ

れている。そのため、濤はⅢ層から確認でき、Ⅳ層に及ぶ約30cmの深さに掘り込んである。

濤の幅は約 4mを測る。また、濤の傾斜はゆるやかである。濤のプランは調査範囲が狭く、
また、南側のプランが明確に検出されなかったためはっきりしない。遺物は、南側角を中心

に高lTh、 壷が出土する。

遺  物 (第 22図 11～ 13)
11は小型の壺と思われる。外面はヘラ削りが施してある。器高6.2cm。 12は胴部のかなり

張る壷で、日縁部は欠損するが外反すると思われる。胴部最大径は21.9cmo i3は 高郭で、郭

部は下位で稜をもち、口縁部は大きく外傾する。脚部はゆるやかに外反し、裾部から大き

くひらく。脚裾部にヘラ磨きがみられる。器高13.Ocm、 日径17.8Cmを 測る。
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第Ⅳ章 古墳時代の遺構

調査区の周辺には川南古墳群46号、48号 、56号墳の 3つの古墳が分布する。調査では、

これら古墳に対し垂直にトレンチを入れて周濤の確認を行なった。その結果、
・
北に隣接す

る48号墳では周濤を確認できず、南側および東側で濤状遺構 2基 を検出した。また、西

に隣接する46号墳について北側、東側、南側にそれぞれ トレンチを入れて調査したが、東

側と南側からは竪穴住居を検出したが、北側も含め周溝の確認はできなかった。一方、南

に隣接する56号墳からは北側で周濤と思われる落ち込みを検出した。

56号墳周溝 (第23図 )

墳丘裾からの幅約 4m、 深さ約0.6mを 測る。濤の傾斜はゆるやかで明確な掘 り込みは

検出できなかった。墳丘裾には耕作による排上が盛土がれていることもあるが墳丘側の立

ち上がりは墳丘内まで入り込む可能性を持つ。遺物は出土していない。

5m

Ｖ

Ⅵ

Ⅶ

Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

表 土
褐色土

黒褐色土

Ⅲ
′
軟 質

Ⅲ
″
赤ホヤブロック混入

Ⅳ 明褐色土

黄上色土

褐色土

暗福色上
0               2m

第23図  56号墳周溝実測図 (縮尺1/150)および土層断面図 (縮尺1/60)
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第 V章

上ノ原遺跡の発掘調査では、縄文時代早期と弥生時代後期～終末期にかけての遺物、遺

構が検出された。

紀文時代早期では、遺物は楕円、および山形押型文、貝殻条痕文に限られる。特に底部

については、楕円押型文の尖底、平底、無文の尖底、平底が出土しており、楕円押型文の

尖底部は県内では出土例も3例 を数えるのみである。次に検出された集石遺構と配石遺構

について述べると、集石遺構については従来から「石蒸し」的な機能が考えられている。

県内においても近年その調査例が急増し、資料の貯積は豊富になりつつある。本遺跡にお

いては、掘り込みを持つ集石(I類 )、 持たない集石(II類 )、 および配石 (Ⅲ類 )一配石遺構

も焼礫による構成や、また、人為的な石の配置など現段階では集石遺構と類似の機能を持

つと考えたい―の 3タ イプが存在する。 I類は掘り込み内に焼礫が密集し、炭化物も多量
に検出されており、掘 り込み内での火の使用が考えられる。 I類の分布は隣接はせず、 7

m～ 10mの距離がある。H類は焼礫も密集はしておらず炭化物も検出されない。分布は I

類、およびⅢ類の周辺か、あるいはH類同志が隣接する形をとる。Ⅲ類は、人頭大の川原

石が残るだけで、焼礫の密集や炭化物の検出はない。分布は、Ⅲ類同志、あるいは I類 と

は 5m～ 10mの距離を保つ。以上のように本遺跡における集石遺構および配石遺構の分布
は、 I類 (7基 )と Ⅲ類(2基 )が 5m～ 10mの間隔で分布し、その周辺にH類が隣接して分

布する。このことは、集石遺構の持つ機能をI類、Ⅲ類が果し、H類は廃棄した礫群 とし

て単純にとらえることもできる。

弥生時代後期～終末期にかけての時期では、竪穴式住居跡 6軒 と濤状遺構が検出された。

それらの出土土器について若干述べてみたい。 1号住居跡(SA-1)出土(第 9図 )の上器と

2号住居跡(SA-2)出 土(第 11～ 14図 )の上器は甕や高郭に類似性をもつ。(SA-1-1と S

A-2-15の甕、甕の上げ底気味の底部(SA l-7・ SA-223,24)、 SA 19,10と SA 2-
26,27の高係 )。 また、SA-2の甕の一部にSA l出上の破片が接合できるく́などからSA
lと SA-2は ほぼ同時期と考えられる。そこで、出土遺物の多いSA-2の土器の特徴をみ

ると刻目の突帯の二重回縁壷(3)や、外反口縁壺 (2)、 さらにタタキロの甕(11,16)、 高

郭(26,27)な どがある。 5号住居跡(SA-5)の 上器群 (第 18図 )と しては刻目突帯の二重口

縁壷 (1)、 や内彎口縁壷(3,4)等 を出土している。また、濤状遺構(SE-1,2)出 土の
上器群 (第 22図 )では、SE-1の刻目突帯の二重回縁壷 (1～ 5)、 SE-2の庄内系の高郭 (13)

などを出上している。 3号住居跡については土器量も少なく、今回の考察からは省くこと

にする。以上、SA-1,2,5お よびSE-1,2出上の土器を比較すると、まず、二重回縁
壺についてみると、日縁部に内傾から直立気味へと変化がみられる。(SA-5-1→ SE ll
→ SE-1-2,5)、 また、刻目突帯にも同一方向の刻目→X状の刻目→刻目突帯の消滅(SA
-2-3→ SA 51,SE 13,4→ SE ll,5)と の変化がみられる。また、SA 23の二

瓢
ｍ
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重回縁壺は口縁下部が他に比べ高 く、外反度も大きい。一方、その他の壷について出土例

が少ないが、 SA-22と SA二5-3,4の壺は同系譜のものと思われるが、日縁部に、外反
(SA-22)→ 内鸞気味(SA 53,4)の 変化がみられる。このように、比較できる土器の
器種、個体数は極めて少ないが、以上のことからSA-2の上器群→ SA-5の上器群→SE

●)
1・ SE-2の上器群へ と変化がみられる。時期的には弥生後期末～終末期にかけて対応で
(4)

きる。近年、この時期の資料が増加しており、宮崎学園都市熊野原遺跡出上の上器群は、

後期後半～終末期 (A・ B地区)と 布留式併行期 (C地区)に かけての時期に比定されるが、
両者を埋める時期 (庄内系 )は空白期となっていた。しかし、昭和59年度、新富町教育委員

会が調査した川床遺跡では周濤墓群から後期後半～布留併行期の 4期にわたる土器が出土
(7)

している。

上ノ原遺跡出上の上器群は川床遺跡とほぼ併行期に思われる。そのうち、川床Ⅲ (庄内

期併行)と上ノ原遺跡濤状遺構 (SE l,SE-2)の土器群は同時期と思われ、熊野原遺跡
での空白期を埋める資料と言える。しかし、SE l,SE-2の 上器については細分化も十
分考えられる。

《註》

(1)昭和60年度に調査が行なわれた妻道南遺跡(高鍋町 )、 新村、高山遺跡(野尻町)で出上している。

(21 岩永哲夫・菅付和樹「宮崎県内の集石遺構(1渇 『九州考古学第58号』

(3)SE lと SE 2は 部分的な調査であったため、詳細については不明であり、土器についても細分化も考えら

れる。

14)石川悦雄氏の編年ではⅦ期～Ⅷ期に対比できる『石川悦雄「宮崎平野における弥生土器編年試案―素描」『宮

崎県総合博物館研究紀要 No 8』 1983年

(働 宮崎県教育委員会「熊野原遺跡(B地区 )」 『宮崎学園都市埋増文化発彼講査概報(Ⅲ )』 1982年

16)宮崎県教育委員会「熊野原遺跡(C地区 )」 『宮崎学園都市遺跡発掘調査報告書第 2集』 1985年

17)昭和61年 3月 報告書刊行予定。調査者の御教示による。
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図版 5
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溝状遺構 (SE― I)遺物出土状況

遺 構 (SE― |)



辮卸華
遺 構 (SE‐ 2)

56号 墳 周 溝 (北側 )



集石遺構分布状況 (b‐ 5区 ,c-3・ 4区,0‐ 3区 )

集石遺構分布状況 (d‐4区 )



図版 9

号 集 石 (SI-2)

号 集 石 (SI-7)



集
・
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3号集石 焼石堆積状況



6号集石 焼石堆積状況



集 石 (SI‐ 17)



i 号 配 石 (SI‐ II)左上 S卜 14,右上 S卜 ,5

2号 配 石 (Si― 12)



図版 14

9

14

書

i3

7

15

盈
‐６
Λ

毎
17

縄文時代出上遺物



図版 15

1号住居跡出土遺物



図版 16

2号住居跡出土遺物 (I)



図版 17

2号住居跡出上遺物 (2)



図版 18

2号住居跡出土遺物 (3)
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3号住居跡出土遺物

溝状遺構 (SE-2)出 土遺物



図版 19
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5号住居跡出土および周辺出土遺物



図版 20

溝状遺構 (SE― |)出上遺物
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